	Comment by 金山 枝生: 1ページ目には，題目（日本語），執筆者名（日本語），題目（英語），執筆者名（英語），Author’s (Authors) Note の順に1段組みで記載すること。


主題　（MSゴシック　14pt）:	Comment by 金山 枝生: 題目（日本語）は，フォントサイズを主題は14ポイント，副題は12ポイントにし，フォントをMSゴシック、中央揃え
副題　（MSゴシック　12pt）

執筆者名（MSゴシック9pt）	Comment by 金山 枝生: 執筆者名（日本語）は9ポイント、右揃え



Title (Times New Roman 12pt):	Comment by 金山 枝生: 題目（英語）は、フォントサイズを主題は12ポイント、副題は10.5ポイント、中央揃え
Subtitle (Times New Roman 10.5pt)

Author name　 (Times New Roman 10pt)	Comment by 金山 枝生: 執筆者名（英語）は10ポイント、中央揃え



Authors’ Note
Times New Roman 9pt 


This research was supported by a grant, Young Scholar Training Program from Center for Advanced School Education and Evidence-Based Research (CASEER), Graduate School of Education, The University of Tokyo


Abstract

150-200 words (1段組み　48字×35行) Times New Roman 9pt	Comment by 金山 枝生: 2ページ目には，要旨（英語）（150-250 words程度）
1段組みで、48文字×35行



Keywords：Times New Roman 9pt	Comment by 金山 枝生: “Keywords”の小見出しはイタリック体で記載する。
キーワード（英語）を５語以内で記載する
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主題（MSゴシック　中央揃え　12pt）:	Comment by 金山 枝生: 3ページ目には、題目（MSゴシック・中央揃え・12ポイント）、副題目（MSゴシック・中央揃え・9ポイント）を中央揃え・1段組みで記載してから一行あけて、本文（2段組み）を始める。
副題（MSゴシック　中央揃え　9pt）


小見出し	Comment by 金山 枝生: 本文/日本語はMS明朝　9pt
※句読点は，「，」と「。」に統一する。
本文中の英数字は半角を用いる。
本文には適宜，小見出しをつける。章・節・項の表記は、1, 2, 3・・・、1.1,1.2,1.3・・・、1.1.1,1.1.2,1.1.3・・・とする。
章，節，項などの小見出しは，フォントはMSゴシック・9ポイント、中央揃えにする（冒頭の英数字はすべて半角）。
★小見出しのスタイル
「見出し1」→1. 
「見出し2」→1.1. 
「見出し3」→1.1.1. 
「見出し4」→1.1.1.1. 
小見出し
　本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行） 本文(MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）	Comment by 金山 枝生: 本文のフォントサイズは9ポイント
日本語はMS明朝，英語はTimes New Roman
★本文のスタイル→「標準」

本文は2段組み、21字×35行	

小見出し
本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）

小見出し
本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）

小見出し
小見出し
小見出し
本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）

小見出し
本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）
小見出し
小見出し
本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）

小見出し
本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）

小見出し
小見出し
小見出し
本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）

小見出し
小見出し
本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）

小見出し
本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）

小見出し
本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）

小見出し
小見出し
本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）図

図1: MSゴシック9pt(図の場合は下)

小見出し
本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）本文（MS明朝　9pt　２段組み　21文字×35行）
表1: MSゴシック9pt(表の場合は上)	Comment by 金山 枝生: 図表については，図1・表1などのように表記し，通し番号をつける。なお、図表番号は、図の場合は下、表の場合は上につけ、フォントはMSゴシック・9ポイントにする。
★スタイル→「図表番号」

図や表に関して転記する場合には，著者の責任において原著者，版権をもつ出版社などに許可を得ること。
	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	




注	Comment by 金山 枝生: 原稿末の「注」「引用文献」の小見出しのフォントはMSゴシック・9ポイントにし，左揃えにする。★スタイル→「図表番号」

原稿末の注は引用文献より前に記載する。注番号は上付きにせず、（１），（２）のように表記する。
（１）
（２）
（３）

引用文献	Comment by 金山 枝生: 引用文献はページ脚注とせず，原稿末にまとめて列記する。



参考文献	Comment by 金山 枝生: 参考文献の書き方については、原則APAスタイルを参照し、以下のとおりとする。
単行本（編者あり）：著者（発行年）「題目」編者名『書名』出版社、頁.
雑誌論文：著者（発行年）「題目」『雑誌名』巻号、頁.
学会発表等：発表者（発表年）「題目」第X回X学会（場所、日にち）発表
URL：題目[http://xxx]（accessed on Month Date, Year）

単行本（編者あり）：著者（発行年）「題目」編者名『書名』出版社、頁.
雑誌論文：著者（発行年）「題目」『雑誌名』巻号、頁.
学会発表等：発表者（発表年）「題目」第X回X学会（場所、日にち）発表
URL：題目[http://xxx]（accessed on Month Date, Year）
